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て， (2) 不斉能力の不斉方向について， (3) 触媒の被毒条件と不斉能力との関係について， (4) 







第 2 章に於いては，被毒物質の立体配置と触媒の不斉能力の方向との関係について記述し， Ls-オ























した。先ず， 被毒物質の α-c-アノレキノレ置換基の， 触媒の不斉能力に及ぼす影響について研究し， 当
該基は不斉能力を低下させるように働くことを見出し，被毒物質の α位不斉炭素は，水酸基，カノレボ
キシノレ基，及び ， ß 位炭素を含む主鎖の他に大きな置換基を有しない方が不斉能力に効果的であろう
と推論した。第二に，被毒物質の F位置換基とその立体配置の影響につき，酒石酸， リンコー酸，並び
に，前者の c-メチノレ誘導体， 後者の 3・Cーメチノレ誘導体の各々スレオ及びエリスロ体の触媒に対する
不斉効果を比較検討し，それらの F位 (α/ 位)の水酸基やメチノレ基も， α 位の水酸基と同様に，不芥
効果において重要な役割を演じていること，及び，メチノレ基は水酸基よりも影響が小さいことを明ら
かにした。また，これら各物質の α位及び F位 (αノ位)の各不斉中心の立体配置の，触媒の不斉能力
に及ぼす影響に関し，酒石酸誘導体の場合については，二つの水酸基が，また， リンコ、、酸誘導体につ




酸の触媒に対する不斉効果について， 2 , 3-ジメチノレ酒石酸及び 1 ， 2-ジオキシシクロヘキサンー 1 , 
2-ジカノレボン酸を例にとりあげて研究した。 2 , 3-ジメチノレ酒石酸の不斉効果は， 酒石酸のそれと
著しく類似しており，前項の結果と関連せしめて， α位及び F位 (α〆位)のメチノレ基及び、水酸基，並
びに二つの不斉中心の立体効果のそれぞれの影響が総合されていることを知った。一方， 1 , 2-ジオ
キシシクロヘキサンー 1 ， 2-ジカノレボン酸の場合は， 酒石酸やその C， C'_ジメチノレ誘導体とは著しく
異なった不斉効果の現われることを見出し，この現象につき若干考察を加えた。最後に，オキシジカ
ノレボン酸の β 位 (αノ位)カノレポキシノレ基の，触媒の不斉能力に及ぼす影響について研究し，当該基は
各種置換基の中で最も大きく不斉能力に影響を及ぼすことを見出した。更に，それの触媒表面上での







性 3 ーオキシ酪酸メチルエステノレへの不斉還元を詳しくしらべ， /(~斉還元ノJ および不芥還元 ω ノj ICl]と
被毒剤に用いた光学活性体の立体構造との関係を明らかにしている。なお同君は本研究においてj酉石
酸型化合物における立体異性体の赤外線スペクトノレによる立体構造の決定法を確立している D
不斉被毒ラネーニッケノレは 1962年泉らによって見出された不均一系不斉反応触媒であって，この系
列の触媒の還元機構に関する系統的な解析は本研究以前ノに行なわれたことはなく，同君の研究は触媒
に関する研究の未開拓分野を開拓したもので，不斉還元触媒研究における新しい一歩を画したもので
ある。
主論文の基礎になった 12編の参考論文と合せ考え，以上の論文は理学博士の学位論文として十分価
値あるものと認められる。
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